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安E

橋
本
左
内
の
極
構
思
想本

庄

柴

治

郎

序

言

橋
本
左
内
は
い
ム
ま
で
も
た
〈
幕
末
の
志
士
で
あ
り
、
幕
府

継
嗣
問
題
に
閲
す
る
所
謂
安
政
白
大
獄
に
連
座
し
て
、
遂
に
安

政
六
年
十
月
七
日
死
罪
と
た
り
、
廿
六
歳
を
一
期
と
し
て
此
世

を
去
っ
た
己
と
は
、
人
白
周
〈
知
る
所
で
あ
る
。
且
彼
が
営
時

日
露
同
盟
論
を
提
唱
し
た
己
と
も
、
あ
ま
り
に
有
名
友
事
柄
で

あ
る
。
然
し
左
内
の
政
治
経
済
思
想
一
般
に
つ
い
て
は
書
書
記

さ
れ
た
も
の
も
な
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
以
下
少
し
〈
そ
れ
を

記
し
て
見
た
い
と
息
ふ
。
擁
る
所
は
、
す
ペ
て
「
橋
本
左
内
全

集
」
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

略

惇

橋
本
左
向
田
担
済
思
想

橋
本
左
内
、
名
は
綱
紀
、
字
は
伯
綱
、
景
岳
文
は
葉
闘
と
放

し
た
。
天
保
五
年
三
月
十
一
日
越
前
橋
井
に
生
る
。
世
々
藩
醤

で
あ
っ
た
。
七
歳
に
し
て
漢
籍
詩
文
及
書
を
皐
ぴ
、
十
歳
に
し

て
三
岡
誌
を
通
預
し
た
と
い
ム
。
吉
田
東
筆
に
経
史
主
皐
ぴ
し

は
十
三
歳
。
と
き
で
あ
る
。
十
五
歳
に
し

τ慨
に
「
啓
褒
録
」

を
著
は
し
て
ゐ
る
。
嘉
杢
一
年
秋
(
十
六
歳
U

犬
阪
に
赴
き
緒
方

決
庵
に
つ
き
蘭
皐
及
西
洋
醤
術
を
修
め
、
同
五
年
父
の
夜
後
、

醤
療
に
従
ひ
且
署
員
に
列
せ
白
る
。
安
政
元
年
江
戸
遊
皐
を
命

ぜ
ら
れ
て
出
府
し
、
杉
田
成
卿
の
門
に
入
っ
て
瞥
術
及
蘭
皐
兵

撃
を
究
む
。
上
府
以
来
の
知
友
に
藤
田
東
湖
・
佐
久
間
象
山
・

藤
森
弘
庵
・
林
鶴
梁
・
芳
野
金
陵
・
四
四
倉
用
九
・
安
井
息
軒
等

D
諸
名
士
が
あ
り
、
程
圏
済
民
主
士
山
と
す
る
に
至
っ
た
と
い

ム
。
二
年
七
月
命
に
よ
り
圃
に
蹄
り
、
十
月
醤
員
を
兎
ぜ
ら
れ

て
御
書
院
番
と
な
bf
、
身
を
園
事
に
委
ぬ
。
共
多
再
び
江
戸
白

藩
邸
に
遊
園
学
し
、
十
二
月
西
郷
隆
盛
と
交
る
。
藩
新
に
明
道
館

を
同
制
す
や
{
二
年
一
一
一
月
)
、
三
年
九
月
其
幹
事
と
左
り
翌
年
畢
監
に

補
せ
ら
る
ロ
曾
て
鷹
巣
山
城
祉
よ
り
石
茨
E
携
へ
闘
り
て
試
験

せ
し
己
と
あ
り
、
ま
た
諸
書
を
参
考
し
て
電
気
を
裂
し
電
信
を

第
五
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戸
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橋
本
左
向
の
極
端
問
思
想

作
っ
た
と
い
ふ
。
四
年
四
月
建
議
し
て
洋
書
習
皐
所
・
武
墾
所

を
設
け
、
藩
士
忙
兵
法
物
産
算
術
等
の
新
知
識
主
教
授
す
る
白

詮
を
開
昔
、
或
は
叙
槍
鍛
砲
の
術
を
講
究
せ
じ
む
る
等
、
致
事

上
に
功
績
少
〈
た
か
っ
た
。
八
月
三
た
び
江
戸
に
召
さ
れ
て
藩

主
松
平
慶
永
の
侍
護
ム
」
友
担
、
集
ね
て
植
機
に
参
興
す

O

F

爾
後

主
と
し
て
幕
府
継
嗣
白
と
と
及
ぴ
外
交
D
事
に
輩
庫
し
士
山
士
と

交
る
。
武
田
耕
雲
粛
日
く
『
東
糊
死
し
て
又
東
湖
あ
り
』
と
査

し
左
内
白
人
物
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
祭
菜
料
を

賜
ひ
、
二
+
二
年
靖
間
一
肺
祉
に
合
紀
せ
ら
れ
、
三
十
四
年
四
月

八
日

E
四
位
を
遁
聡
せ
ら
れ
た
。

政

治

経

済

思

想

(4)国
家
の
大
計

嘉
永
六
年
ベ
リ

1
来
航
以
後
園
の
内

外
の
放
勢
は
頗
る
切
迫
し
所
謂
非
常
時
で
あ
っ
た
。
と
の
際
左

内
が
『
第
一
君
徳
之
輔
養
・
第
二
士
気
之
維
持
・
第
三
皐
校
之

施
設
・
第
四
兵
制
之
規
律
・
第
五
貨
財
之
量
制
』
を
串
げ
「
比

五
者
は
園
家
の
犬
討
、
運
砕
之
命
脈
』
友
り
と
論
じ
て
ゐ
る
己

と
は
時
局
営
然
の
己
と
で
あ
る
が
、
軍
備
の
充
寅
ば
か
り
で
た

第
五
十
一
巻

六
回

第
三
挽

九
八、

〈
閣
申
校
之
施
設
を
重
腕
し
て
ゐ
る
と
と
は
、
先
づ
第
一
に
注
意

す
安・べ
j]Jヒき
四 と
年 と
十で
月 あ
米る
園
綿
領
事，、
リ
コミ
~J: 
お:
戸
に

出
府
し
て
所

調
重
大
事
件
の
陳
謹
を
悲
し
た
。
己
れ
よ
り
彼
我
の
関
係
は
更

に
一
進
の
機
に
臨
ん
だ
も
白
で
あ
る
。
左
内
は
安
政
五
年
一
月

十
四
日
の
川
路
聖
諜
に
針
す
る
膝
答
書
の
中
に
『
昨
年
に
到
候

で
は
量
使
も
登
皆
に
相
成
候
位
、
夷
蟹
の
情
欣
殆
ん
ど
一
費
、

就
て
は
本
朝
も
此
迄
白
御
償
制
に
て
は
雌
済
』
と
し
『
泉
君
存

に
て
は
、
外
向
何
分
西
洋
の
如
く
航
海
通
商
を
専
ら
に
し
、
法

律
殿
整
に
取
調
、
宮
鎗
の
基
を
閥
、
物
産
を
起
し
、
投
華
を
脚

し
、
器
械
を
研
製
し
、
兵
制
も
大
概
彼
に
倣
ひ
被
申
度
候
得
共

御
圏
内
白
御
大
憶
は
何
地
迄
も
宗
祖
の
御
蕎
制
を
概
括
し
て
、

建
国
の
御
大
慢
を
基
礎
と
被
致
度
御
見
込
に
候
』
と
遁
ペ
て
ゐ

る
が
、
之
は
も
と
よ
り
左
内
の
意
見
と
見
る
も
差
支
注
者
も
の

で
あ
り
、
開
園
貿
易
と
物
産
興
隆
と
を
説
い
て
ゐ
る
と
と
は
第

ニ
に
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
ら
う
。

か
ih
る
非
常
時
局
に
賞
。
て
『
狐
狸
狗
鼠
之
輩
横
議
暴
行
仕

候
て
不
悌
』
は
政
府
に
民
白
人
材
を
得
ざ
る
た
め
た
り
と
し
、

安政三年四月二十六日左内よ P中根組負に宛てたる書翰(全集、 III頁)
全集、 44頁。2) 



数
育
の
必
要
を
認
め
、

島
平
制
に
腕
ず
る
意
見
主
建
議
し
て
ゐ

る
。
既
比
一
辿
ぺ
た
如
〈
左
内
は
安
政
四
年
四
月
洋
書
習
製
所
・

武
喜
所
を
設
く
.
へ
き
と
と
を
建
議
し
た
が
、
安
政
四
年
間
五
月

十
五
日
の
簡
単
制
に
閲
す
る
意
見
忙
於
て
は
、
人
材
を
得
る
に
は

四
簡
の
要
件
あ
り
と
し
、
そ
れ
は
第
一
に
は
材
を
知
る
の
道
、

即
ち
そ
の
人
の
長
や
る
所
を
知
り
そ
の
短
所
を
看
被
す
る
と
と

第
二
に
材
を
養
ふ
の
遇
、
既
に
そ
の
材
を
知
ら
ぽ
之
を
生
育
長

養
し
て
そ
の
志
を
遂
る
を
得
せ
し
む
る
己
L
」
、
第
三
に
材
を
成

す
の
道
、
蓄
を
教
へ
皐
を
殖
へ
、
そ
れ
を
正
道
に
誘
昔
、
資
事

に
試
み
、
途
に
そ
の
材
を
練
熟
し
て
有
用
の
者
と
左
ら
し
む
る

己
と
、
第
四
に
材
を
取
る
の
道
、
材
既
に
用
に
揺
ふ
る
に
至
ら

ぽ
己
れ
を
朝
に
薦
め
て
共
喧
ム
ペ
苦
慮
の
任
に
営
ら
し
む
べ
き

と
と
と
れ
で
あ
る
。
己
目
四
道
?
フ
ち
、
知
材
・
成
材
白
一
一
道

を
議
す
は
最
も
銚
事
怒
り
と
説
い
て
ゐ
る
。

の
、
平
天
下
の
と
申
居
候
得
共
、
其
腹
は
本
来
無
一
物
に
て
、

寸
ロ
に
と
そ
治
園

事
業
作
用
の
上
に
施
行
候
様
之
確
見
等
は
無
之
」
或
は
『
大
言

抗
論
、
謹
〈
空
理
に
陥
り
、
開
〈
ぺ
〈
し
て
行
び
難
き
事
。
み

巾
居
候
」
如
き
輩
を
以
て
し
て
は
と
の
時
局
を
乗
切
る
己
と
は

橋
本
左
内
白
融
持
思
想

到
底
不
可
能
で
あ
る
」
『
時
弊
主
婦
め
、
政
教
一
致
、
丈
武
不
岐

の
費
行
を
期
す
る
』
た
め
に
は
人
材
を
知
り
之
を
養
成
し
之
主

任
凋
ず
る
の
外
は
怒
川
。
か
く
の
如
く
人
材
を
得
る
の
要
を
痛

諭
し
た
己
と
は
第
三
に
注
意
す
べ
き
鮪
で
あ
ら
う
。

以
上
遡
ぷ
る
所
に
よ
っ
て
見
る
に
、
左
内
は
一
方
に
は
問
問

貿
易
、
他
方
K
は
教
撃
の
刷
新
E
設
き
、
葎
套
を
捨
て
h
新
樫

制
に
恭
〈
内
外
施
政
D
必
要
を
認
め
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出

来
ゃ
う
。

安
政
二
、
三
年
頃
に
記
せ
る
左

〔
ロ
)
採
長
補
妓
の
思
怨

内
白
「
西
洋
事
情
書
」
の
中
に
は
『
近
来
西
洋
各
園
専
ら
政
教

を
修
め
、
人
民
主
撫
育
し
共
法
度
紀
律
整
粛
懇
到
中
々
一
方
在

ら
宇
。
(
中
略
)
一
事
に
て
も
新
設
明
の
事
有
之
候
へ
ば
、
共
を

事
校
へ
干
し
、
共
是
非
利
害
を
札
し
、
定
論
相
立
候
土
陀
て
、

或
は
之
を
書
に
著
し
、
或
は
之
を
製
作
し
て
唯
共
闘
の
み
た
ら

歩
、
蓮
〈
他
邦
へ
迄
鷲
ぎ
人
を
利
、
己
主
利
候
様
心
掛
候
事
、

西
洋
各
国
之
風
習
に
有
之
候
由
』
と
説
昔
、
ま
た
五
宇
一
一
月
三

肱
陣
内
府
に
上
れ
る
書
面
目
中
に
も

『
彼
自
岡
風
、
皇
闘
並
に
漢
土
杯
と
は
大
に
相
違
壮
、
元
高
我
一
園
に

第
五
十
一
巻

第
三
挽

六
荒

ブU
九

島県制に闘する意且劉子(全集、 26-36頁)
全集、 5-6頁。
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樹
木
左
内
白
極
済
思
想

て
事
給
物
足
と
申
謀
に
は
不
塾
、
銅
山
多
き
閣
は
専
ら
採
掘
を
事
と
し

之

E
各
樺
什
に
製
作
し
で
諸
方
へ
寓
き
、
材
木
は
常
む
闘
は
木
器
、
毛

献
に
寄
む
閣
は
職
工
、
平
原
賦
野
は
植
事
を
務
、
泊
海
島
酬
は
漁
醐
揮
を

業
左
し
て
、
皆
各
相
互
に
交
換
貿
易
し
て
生
涯
を
匙

p
候
様
に
相
昆
へ

申
候
。
依
之
自
園
白
物
を
自
閣
に
J

で
貰
候
へ
ば
判
盆
も
弔
勝
。

H
右
様

の
園
柄
故
、
自
ら
有
品
開
不
明
白
者
も
御
座
候
に
甘
、
途
に
他
邦
他
削
へ

膏
哲
候
事
と
は
相
成
申
幌
一
一
一

と
て
各
園
有
無
相
通
宇
る
所
以
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
上
り

一
歩
を
進
め
て
彼
の
長
を
探
っ
て
我
が
短
を
補
ふ
べ
き
思
想
も

屠
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
安
政
二
=
一
年
頃
の
「
外
図
貿
易

設
」
の
中
に
も
、
品
物
白
交
易
の
み
友
ら
宇
『
智
慧
の
交
易
肝

要
に
御
座
候
』
曹
と
喝
破
し
『
彼
之
情
を
得
、
彼
之
長
を
習
H
U

、

之
を
御
関
内
に
椎
庚
め
候
は

w
h

、
共
利
制
産
の
み
友
ら
・
?
と
奉

存
候
』
と
い
町
、
夏
忙
安
政
四
年
四
月
間
半
問
所
設
置
布
令
原
案

に
t主『

近
世
岡
洋
大
に
串
術
故
事
を
研
究
、
障
に
数
十
年
職
争
止
宝
ざ
り
し

に
よ

P
兵
科
を
始
器
械
を
製
し
ー
物
産
を
開
き
候
事
、
止
度
畢
算
術
品
甲
に

亘
る
ま
で
、
頗
る
費
時
醐
走
査
し

E
鼻
精
巧
を
極
品
、
間
々
皇
園
と
瞳
宋

だ
及
ば
ざ
る
所
を
溌
明
仕
候
故
、
被
之
長
伎
を
軍
て
吾
皇
園
町
利
器
を

榔
補
足
被
成
、
皇
園
を
し
て
盆
諸
邦
に
勝
札
候
様
に
極
成
度
調
趣
意
と

車
存
候
』
云
々

億
五
十
一
巻

第
三
競

O 。

六
六

と
説
昔
、
首
今
梅
警
頻
に
到
る
の
時
節
に
あ
っ
て
は
『
傘
玉
嬢

夷
之
策
、
党
彼
自
所
長
を
知
り
候
事
第
一
ー
た
る
べ
〈
候
』
と
断

巳
、
彼
白
長
や
る
所
主
知
ら
ん
が
た
め
に
は
『
共
闘
哩
墾
技
術
を

講
究
仕
候
事
最
も
急
務
』
で
あ
ら
う
。
と
れ
邸
ち
洋
書
調
官
接
所

設
立
由
理
由
で
あ
る
が
、
徒
ら
に
『
新
奇
使
用
を
喜
ぴ
、
外
国

を
守
橋
し
て
皇
闘
を
卑
踊
致
し
候
様
の
所
行
無
之
様
心
得
鴻
仕

度
奉
存
候
事
』
と
警
め
て
ゐ
る
。

(
内
)
日
露
同
盟
論
安
政
四
年
十
-
月
一
一
十
八
日
左
内
よ

り
村
田
巳
三
郎
{
民
事
)
比
宛
て
た
る
書
面
に
同
〈
、

『
賞
今
之
画
問
、
日
本
之
事
務
、
囲
内
白
綱
島
置
と
、
外
蕃
欄
待
遇
と
白

二
件
に
可
蹄
奉
存
候
。
外
蕃
榔
待
遇
に
什
て
は
、
海
時
白
事
情
事
一
樹

推
華
有
之
度
候
。
方
+
白
勢
は
、
行
々
は
五
士
洲
一
圃
に
同
盟
闘
に
相

成
、
盟
主
相
立
候
て
、
四
方
白
干
文
相
体
可
申
相
謹
候
は
ん
と
事
存

候
。
右
盟
主
は
先
英
魯
白
内
に
可
有
之
候
。
英
は
懐
悼
食
欲
、
魯
は
油

鷲
躍
整
、
何
れ
後
に
は
魯
へ
入
望
可
蹄
串
存
韓
』

と
て
英
露
。
二
国
を
雨
雄
と
親
、
日
本
は
之
れ
に
劃
し
て
如
何

友
る
策
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

『
借
日
本
は
辿
も
凋
立
難
相
叶
候
。
淘
立
医
量
候
に
は
山
丹
満
洲
之
議

朝
鮮
園
を
併
せ
、
且
、
亜
量
利
加
洲
或
は
印
度
地
内
に
領
を
不
持
し
て

時
、
詑
も
望
の
却
な
ら
ず
候
。
此
は
営
今
は
甚
六
ケ
敷
候
。
其
課
は
印

全集、 377頁。
全集、 4頁。
金集、 17頁。
全集、 301一一-]02頁。
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度
岨
酉
津
に
檀
領
、
山
丹
謹
は
魯
圏
に
て
手
を
附
掛
居
候
。
其
上
今
は

力
不
且
、
連
も
、
回
洋
諸
園
田
兵
に
敵
劃
し
て
比
年
連
戦
は
特
盛
束
候

問
、
却
で
今
白
内
に
同
開
闘
に
相
成
可
揖
帳
』

と
説
昔
、
英
露
何
れ
と
結
ぶ
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
彼
は
寧
ろ

露
固
と
結
ぶ
べ
き
己
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
日
く

『
然
る
庖
亜
闘
其
持
諸
国
は
交
置
候
も
不
苦
候
へ
共
v

英
魯
は
岡
瞳
不

並
立
園
故
甚
は
扱
品
購
由
・
柱
。
其
意
は
既
に
ハ
ル
レ
ス
口
上
に
も
歴
品
師
、

其
土
近
車
争
岡
田
症
に
て
明
白
に
御
座
候
。
依
之
、
後
日
英
よ
り
魯
を

杭
先
手
を
頼
候
殿
、
又
は
蝦
萌
箱
館
街
英
候
旨
可
願
候
。
其
時
断
抽
出
英

を
断
佐
殿
、
又
は
従
候
殿
、
定
策
可
有
之
事
。
小
拙
は
是
非
魯
に
従
ひ

度
車
中
存
候
。
其
需
は
魯
叫
信
あ
り
隣
撹
な
り
、

H
魯
と
我
と
は
唇
歯
白

園
、
我
魯
に
従
候
は
い
《
特
我
を
徳
・
と
す
べ

f
候
。
左
す
れ
ば
英
怒

p
可

世
我
。
此
我
闘
な
り
、
我
孤
立
に
て
画
非
同
蝿
白
蹴
闘
に
敵
劃
一
は
難
致
、

魯
由
後
援
有
れ
ば
但
令
殴
る
誌
も
皆
械
に
不
豆
は
了
然
に
候
。
鼎
れ
ば

此
一
職
我
溺
を
現
に
韓
ピ
、
危
を
安
に
鑓
候
大
樹
聞
に
ぺ
醐
厩
保
て
曲
よ

り
日
本
も
民
の
強
固
と
可
相
成
候
。
其
上
戦
争
迄
に
は
、
是
非
魯
園
並

亜
岡
よ
り
人
を
情
ひ
て
、
我
闘
の
大
改
草
始
、
・
水
車
陸
職
共
精
剛
可
偶

酷
・
と
事
存
候
』

安
に
ア
メ

H
カ
と
白
開
係
に
つ
い
て
は

『
僑
右
様
曹
の
親
胞
を
得
候
に
は
、
所
謂
難
報
之
恩
無
之

L
C
は
不
相

情
候
。
魯
閣
へ
我
よ

P
佳
節
を
以
て
和
親
を
乞
韓
積
、
其
段
に
は
種
々

心
算
有
之
候
得
共
筆
に
で
は
難
症
候
。
信
骨
に
闘
を
託
L
候
誌
に
は
、

橋
本
左
向
の
糎
済
担
砲

外
よ
り
擾
楓
被
監
候
て
は
不
相
成
候
故
、
其
迄
は
藍
極
利
加
を
顔
付
、

英
夷
白
抜
庖
彊
梁
辛
は
成
丈
拒
貰
艇
事
。
此
事
色
々
白
工
夫
も
掬
座
候

へ
共
、
何
も
鹿
砦
言
僻
白
周
に
な
〈
し
で
は
口
に
は
難
連
事
存
候
事
。

依
之
交
易
さ
エ
ス
ト
ル
指
置
白
二
個
傍
相
許
、
其
中
克
易
は
矢
張
官
府

交
易
に
致
度
候
問
、
勝
手
交
易
は
相
断
申
度
候
事
。
阿
月
並
借
地
之
事

は
断
り
、
港
は
堺
・
神
奈
川
・
箱
舘
・
長
崎
之
四
個
所
杭
に
極
置
度
事
、

何
分
亜
を
一
個
之
東
都
と
且
、
西
洋
を
我
所
属
と
思
ひ
、
魯
を
兄
弟
屠

歯
と
な
し
、
近
闘
を
掠
略
す
る
事
馬
要
第
一
'
と
奉
存
候
』

ム
」
説
い
て
ゐ
る
。
而
し
で
か
〈
の
如
音
大
挺
革
主
始
む
る
に
つ

け
で
も
.
『
内
地
之
御
底
置
、
此
迄
之
奮
套
に
て
は
不
相
済
』
と

し
第
一
、
継
嗣
問
題
、
第
二
に
は

『
我
公
・
ホ
老
岳
・
薩
侯
位
を
園
内
事
詩
宰
相
の
事
植
に
し
て
、
肥
前

金
(
松
平
胞
前
守
野
正
踊
島
)
を
外
国
事
詩
宰
相
白
事
植
に
し
、
夫
に
川

路
{
川
路
左
衛
門
尉
)
、
永
井
(
外
園
奉
行
)
、
砦
淵
{
升
闘
車
行
岩
湖
肥

後
守
忠
震
)
位
を
指
添
、
其
持
天
下
有
名
建
誠
之
士
を
御
儒
者
一
企
申
名

目
に
て
陪
臣
庖
士
に
不
拘
襖
埋
設
し
、
此
も
右
専
権
定
宰
相
に
祇
別
に

設
し
附
置
、
尾
張
(
徳
川
大
納
言
慶
恕
)
、
因
州
(
困
州
鳥
聴
城
主
松
平

相
撲
守
慶
徳
}
を
車
師
立
守
誌
に
、
其
指
齢
に
彦
根
(
江
州
彦
根
披
主
井

伊
掃
部
頭
直
弼
て
戸
同
(
美
濃
大
垣
披
主
戸
田
釆
女
E
)
牧
、
蝦
夷
へ

は
静
蓮
遠
州
〔
研
環
宇
和
島
城
主
品
伊
達
遠
江
守
宗
披
)
、
土
州
侯
(
松
平

士
位
年
盟
信
〕
位
相
遣
し
、
其
M

町
小
名
有
志
の
向
を
場
周
候
は
ピ
、
今

白
勢
に
て
も
随
分
一
芝
居
間
車
候
は
ん
殿
と
章
存
候
。
共
上
魯
回
亜
・

第
五
十
一
巻

/、
七

第
三
披

O 



橋
本
定
内
の
輝
桝
思
想

亜
量
利
加
よ
り
詩
嚢
術
之
師
範
役
五
十
六
計
借
受
、
諸
圃
へ
串
術
稽
古

所
相
起
、
物
産
自
遭
を
手
庚
に
始
品
、
内
地
白
乞
見
雲
介
白
舗
に
頂
を

立
、
相
鷹
之
賄
遣
し
蝦
夷
へ
遣
し
、
山
海
之
瞥
錨
致
、
往
燕
は
重
々
戸
時

路
よ
り
致
し
候
は
ど
、
忽
開
現
可
相
成
、
航
海
術
も
直
に
可
勲
章
存

住
』
一
百
々

露
固
に
通
商
を
許
す
べ
し
と
す
る
説
は
早
〈
上
り
存
し
た
所

で
る
り
、
親
露
排
突
の
策
論
も
屡
あ
ら
は
れ
た
所
で
あ
っ
た
が

嘉
永
以
降
に
至
り
鋳
図
を
興
固
と
し
て
英
米
共
他
の
諸
園
を
防

ぐ
べ
し
と
す
る
説
が
行
は
れ
、
幕
府
首
路
者
自
う
ち
に
も
同
様

の
意
見
を
有
せ
し
も
の
も
あ
っ
た
。
井
野
溢
茂
雄
氏
は
と
白
種

の
論
者
と
し
て
犬
槻
磐
渓
・
安
井
息
軒
を
皐
げ
、
幕
府
首
路
者

と
し
て
海
防
懸
の
江
川
英
龍
、
海
防
懸
の
勘
定
奉
行
及
勘
定
吟

味
役
、
長
崎
奉
行
手
附
大
井
三
郎
助
、
馬
場
五
郎
左
衛
門
、
白

石
藤
コ
一
郎
等
、
海
防
懸
の
筒
井
政
憲
、
川
路
聖
謀
、
閣
老
阿
部

正
弘
等
主
皐
げ
て
ゐ
る

9

左
内
の
設
は
明
確
な
排
英
親
鋒
設
で

あ
り
、
米
固
と
も
友
好
闘
係
を
保
ち
、
且
、
内
政
上
に
も
大
改

草
を
施
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
上
中
山
の
所
に
土
つ

て
明
か
で
あ
ら
う
。

(
-
-
)
生
産
貿
易
論

安
政
二
、

2

一
年
頃
の
「
外
困
貿
易
詑
U

第
耳
十
一
巻

コ
一
穴
八

俸
=
一
腕

O 

陀
臼
〈

『
一
、
制
産
白
一
金
、
従
富
市
抽
闘
富
民
之
要
務
に
押
座
僻
庭
、
近
高
貿
易

相
関
候
に
付
て
は
、
調
帯
桐
大
切
な
る
義
と
車
存
候

一
、
於
御
図
表
、
屋
工
手
業
操
作
之
筋
、
次
第

ι栴
世
話
も
被
混
在
候

上
は
、
唐
物
之
員
数
年
々
験
し
〈
宿
誰
可
仕
候

一
、
右
を
程
能
《
曹
捌
候
事
肝
要
之
義
に
来
存
候

一
、
首
今
立
勢
巴
て
は
、
右
諸
品
物
を
以
て
井
固
と
取
引
相
始
候
事
、

誠
に
閤
家
に
於
て
犬
な
る
御
利
益
可
有
之
車
存
候

一
、
有
に
甘
長
崎
・
箱
館
事
へ
商
館
之
糊
設
け
調
座
候
事
ξ
奉
存
候

一
、
外
岡
民
は
商
脅
を
守

p
信
義
を
基
'
と
致

L
候
故
、
本
朝
町
商
と
は

心
術
不
同
韓

一
、
外
岡
民
主
引
合
候
上
は
、
品
物
之
交
易
の
一
品
な
ら
ず
、
智
華
置
の
交

易
肝
要
に
御
座
候
、
印
製
作
曲
用
之
器
械
、
艇
隣
費
用
之
談
論
を

も
交
易
致
し
度
奉
存
候

一
、
方
今
の
形
勢
は
、
豆
大
洲
之
模
様
を
先
知
仕
候
者
、
大
利
を
獲
可

申
候

一
、
彼
之
情
を
得
、
彼
之
長
を
脅
ひ
、
之
を
御
幽
内
民
推
庚
品
候
は
ピ

其
利
制
産
自
み
な
ら
ず
と
事
存
候

一
、
貿
易
引
合
之
聞
に
逐
々
懇
切
之
諜
に
且
日
目
、
舎
密
・
捌
量
・
航
海

等

諸

串

科

之

事

を

も

穿

襲

仕

度

候

』

安
政
四
午
五
月
D

l
制
産
に
閲
す
る
建
議
」
に
も
乙
の
趣
旨

は
明
瞭
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
『
制
産
之
儀
は
是
迄
と
て
も
治

頁9
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岡
官
民
之
要
務
に
御
座
候
得
共
、
営
今
外
岡
貿
易
盛
に
相
関
候

折
柄
に
於
て
は
、
闘
家
御
大
政
中
の
最
も
御
専
務
と
相
成
候
事

と
奉
存
候
』
と
し
、
御
園
表
に
沿
い
て
農
業
・
手
工
業
等
を
奨

働
し
、
央
服
物
・
漆
器
・
紙
並
に
共
他
極
々
の
器
械
等
国
産
製

活
り
と
と
に
努
め
て
ゐ
る
か
ら
、
今
後
産
額
は
増
加
す
る
と
と

h
考
へ
ら
れ
る
が
『
外
園
を
相
手
に
取
り
細
候
で
仕
出
候
は
ピ

永
久
美
大
之
御
利
盆
に
も
可
相
成
奉
存
候
。
』
且
つ
『
彼
方
上
り

持
波
候
品
物
の
中
に
は
本
朝
に
て
製
し
候
よ
り
は
過
分
下
料
に

相
成
候
向
も
数
々
可
有
之
、
此
等
の
口
問
若
し
愈
共
有
用
を
見
極

候
時
に
は
、
直
貿
に
致
し
、
共
外
本
朝
に
未
だ
聞
け
ざ
る
事
等

綿
密
に
承
合
、
相
互
に
経
済
之
筋

Edh-相
談
仕
候
は

v
別
L
て

利
益
も
可
多
奉
存
候
』
と
論
じ
て
ゐ
る
。

更
に
安
政
六
年
三
月
左
内
よ
り
、
村
田
巳
三
郎
へ
宛
て
た
る

書
叫
に
は
生
産
撰
売
に
闘
し
、
漆
器
ム
」
紙
企
は
『
一
切
上
上
り

一
疋
入
被
成
候
庭
迄
、
従
来
相
運
候
様
致
度
、
尤
此
溢
忙
就
て
は

満
天
下
白
姦
商
種
々
心
計
致
居
候
勢
も
有
之
、
既
に
営
秋
御
園

ヘ
紙
買
込
に
罷
越
候
心
算
の
も
の
も
有
之
向
承
候
位
忙
御
座
候

問
、
何
分
公
平
の
位
に
て
窮
民
の
た
す
か
り
候
様
手
段
相
立
、

橋
本
左
向
田
程
調
思
想

官
へ
金
構
御
握
被
成
候
事
専
一
か
と
奉
存
候
」
と
い
へ
る
が
如

き
は
藩
替
専
寅
仕
法
を
示
唆
せ
る
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
以
上
の
所
論
は
農
工
生
産
の
掠
充
を
は
か
り
、
以

て
外
岡
貿
易
D
利
を
占
め
、
或
は
藩
替
専
寅
仕
法
を
採
用
す
ペ

き
己
と
を
説
け
る
も
の
と
見
る
E
と
が
出
来
る
。

農
政
に
閲
し
て
は
、
安
政
四
年
間
五
月
の

一寸

農 (
政ホ

建議
員轟政
原

論
案131
L 
古ま

あ
る

先
づ
営
時
の
農
村
事
情
を
説
明
せ

る
も
の
を
見
る
に
、
回
く
『
耕
作
之
儀
は
惰
と
勤
と
に
宥
て
生

穀
増
減
あ
る
こ
と
思
し
。
(
中
略
)
尤
共
村
柄
、
士
地
の
肥
鏡
、

庚
狭
、
損
徳
等
し
か
ら
や
、
共
上
人
情
持
を
厭
ひ
伐
を
喜
ぶ
風

俗
故
、
自
然
と
遊
惰
花
者
押
移
』
る
有
様
で
あ
る
が
、
更
に
各

階
級
の
百
姓
に
つ
い
て
見
る
に
、
中
分
以
上
の
百
姓
の
次
男
の

者
左
ど
は
、

『
他
家
相
親
心
国
致
す
よ
り
は
、
十
五
石
事
は
十
石
斗
高
分
け
し
、
別

家
と
唱
へ
、
建
家
の
顧
有
之
、
復
位
車
協
は
宇
商
H
V

等
願
曲
、
是
文
副
世

疾
白
者
建
車
等
願
出
候
事
に
醐
時
怯
』

突
に
小
百
姓
は

『
請
作
需
に
て
同
な
け
れ
ば
衣
食
に
足
ら
ず
、
夫
に
樺
を
重
と
し
、
本

郷
村
は
居
臣
殿
に
年
貢
る
り
、
面
昔
前
ツ
白
人
足
あ
り
a

御
按
下
に
て
は

停
五
十
一
巻
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橋
本
左
内
白
輯
梼
思
想

租
積
を
出
ナ
事
な
〈
、
日
雇
を
す
れ
ば
暮
し
安
し
。
慌
を
好
む
人
情
に

て
、
農
を
止
め
町
方
へ
引
越
し
、
事
は
不
顧
の
輩
町
方
に
俳
個
し
、
町

人
は
常
に
持
を
着
L
其
邸
所
へ
も
高
見
を
羨
品
、
百
蛙
は
糞
士
を
乙
な

し
、
壷
夜
白
骨
折
、
軍
園
白
節
は
人
夫
に
遣
は
れ
候
得
ぽ
、
安
を
盗
む

よ
り
自
然
と
御
徳
を
背
き
候
者
も
可
有
之
』
云
々

然
る
に
宮
め
る
百
姓
『
は

『
宮
者
は
持
分
白
高
地
ノ
f
し
て
其
土
地
白
取
貨
は
多

t
、
賦
役
は
輯
〈

貧
者
は
持
高
多
f
取
寅
は
少
な
〈
、
賦
役
は
重
し
。
官
者
は
脊
鹿
白
地

斗
に
て
韓
併
し
て
隠
閏
同
様
白
持
高
あ
り
o
H

か
〈
て
農
民
の
う
ち
に
も
貧
富
の
懸
隔
を
生
じ
、
曲
置
の
本
業

に
励
む
者
た
く
、
農
村
衰
微
せ
ぎ
る
を
得
ぎ
る

b
げ
で
あ
る
。

聖
人
の
法
に
土
れ
ば
貧
富
の
懸
隔
は
な
き
と
と
で
あ
る
が
、
さ

れ
ば
と
て
『
井
田
の
軍
法
は
不
容
ふ
義
』
で
あ
る
か
ら
、
回
畝

の
不
同
不
公
平
を
均
ら
す
た
め
に
『
均
国
』
の
仕
法
を
採
用
す

べ
き
で
あ
る
。
創
ち
『
一
ヶ
年
に
一
郡
下
に
て
、
十
ケ
村
二
十

ケ
村
づ
aa
に
で
も
畦
直
し
鴬
願
、
不
陸
の
閏
畑
を
平
均
し
、
水

帳
を
巌
重
に
し
、

一
村
限
り
問
畑
の
買
買
を
売
る
し
、
郡
所
の

裏
印
を
申
附
度
事
。
』
尤
村
に
よ
り
長
短
反
別
直
段
の
高
下
等
種

々
白
事
情
が
あ
る
か
ら
、
三
年
に
て
成
る
と
と
あ
り
、
五
年
十

第
五
+
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年
陀
て
成
る

E
と
も
あ
れ
ば
、
人
別
の
多
寡
を
論
ぜ
示
、
田
畑

の
不
同
を
等
し
く
す
る
と
と
を
専
一
と
し
、
更
に
伶
勤
動
車
問
に

努
め
た
い
と
論
じ
、
，
百
姓
へ
資
金
を
融
通
す
る
も
、
岡
畑
不
同

を
直
さ
守
し
て
は
殻
果
た
茸
己
と
を
試
昔
、
更
に
均
岡
の
手
続

畦
直
し
の
法
に
つ
い
て
詳
遁
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
己
白
論
は
農
民
の
貧
富
懸
隔
を
是
正
せ
ん
が
た
め
一

に
均
田
の
訟
を
採
用
す
べ
き
と
と
を
詳
論
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

徐

呈辺為
自岡

左
内
が
蘭
皐
を
修
め
た
と
と
は
、
既
に
漣
ベ
た
如
〈
で
あ
る

が
、
蘭
撃
を
通
じ
て
首
時
D
西
洋
事
情
を
知
り
、
之
れ
が
た
め

に
開
園
進
取
の
思
想
主
懐
く
陀
亘
っ
た
も
の
は
営
時
少
〈
は
在

か
っ
た
。
左
内
も
亦
安
政
六
年
正
月
十
五
日
中
根
雪
江
へ
の
書

翰
の
う
ち
に
『
蘭
書
に
て
大
分
新
得
御
座
候
。
航
海
書
に
て
帆

格
競
碇
等
の
運
用
、
其
他
停
泊
之
規
則
等
迄
書
載
候
極
新
之
著

頓心建
に地も
慰仕有
候候之
心。候
地。
、共古

山一

空調田
正iE由
堪烹之
二手話身
申告も

E刊明曹
と空室
あ立の
る代雲
が天
主日他ヂを
き年じ斑
、之陵
そ 渇 す
白皇~ o 

全集、 650頁。14) 



進
歩
的
危
る
思
想
の
よ
っ
て
、
来
る
虚
を
知
る
に
足
Z
で
る
ら

う
突
に
左
内
は
前
謹
の
如
〈
制
産
論
を
説
い
て
ゐ
回
一
る
が
、
そ
の

内
容
よ
り
見
て
制
産
の
文
字
は
水
戸
皐
に
所
調
制
産
論
と
閉
じ

か
ら
や
、
車
法
る
生
産
論
に
過
ぎ
ね
。
揚
合
に
よ
っ
て
は
製
産

の
文
字
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
が
刈
と
れ
も
同
様
生
産
の
意
味
で

あ
る
o

水
戸
皐
に
於
て
制
産
論
と
稽
す
る
は
、
私
有
財
産
自
制

限
、
就
中
間
産
を
平
均
し
て
貧
富
の
懸
隔
左
か
ら
し
め
ん
E
と

を
主
張
せ
る
も
白
で
あ
る
。
そ
の
著
例
は
岡
井
蓮
亭
の
「
制
塵

論
山
の
如
き
と
れ
で
あ
る
。
勿
論
前
述
の
如
〈
左
内
も
貧
富
懸

隔
是
正
由
一
方
法
と
し
て
の
均
同
を
説
い
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は

制
産
論
と
し
て
説
い
た
も
の
で
は
泣
い
。

更
に
左
内
が
安
政
四
年
八
月
藩
主
松
平
慶
永
の
侍
識
と
し
て

植
機
民
参
し
た
E
と
は
既
に
遁
・
へ
た
所
で
あ
り
、
慶
永
の
意
見

と
し
で
停
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
D

L
中
に
は
、
左
内
の
建
議
忙
よ

り
又
は
そ
の
草
案
に
よ
っ
て
成
れ
る
も
の
が
少
〈
・
泣
い
。
慶
永

は
最
初
鎖
国
援
夷
の
説

E
採
っ
た
が
、
左
内
白
識
に
垂
L
そ
白

誌
を
改
め
て
開
国
貿
易
を
唱
へ
た
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
ム
。

E

D

橋
本
左
向
田
組
関
思
想

黙
に
つ
い
で
は
安
政
五
年
以
来
横
井
小
楠
が
慶
永
の
雌
腿
に
在

っ
て
聾
策
す
る
と
と
ろ
多
〈
、
慶
永
が
彼
白
設
に
聴
く
所
多
か

り
し
と
と
も
併
せ
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
小
楠
は
明
治
一
一
年
六

十
一
歳
白
と
昔
難
に
件
れ
た
が
、
左
内
は
僅
比
二
十
六
歳

K
L

て
安
政
六
年
に
世
を
去
っ
た
。
若
し
左
内
に
し
て
維
新
の
と
き

に
及
ぴ
、
永
〈
献
策
す
る
所
が
あ
っ
た
・
た
ら
ば
、
政
治
経
済
上

。
功
績
の
み
左
ら
や
、
そ
の
思
想
K
も
一
屠
見
る
べ
き
も
の
が

あ
う
た
で
あ
ち
う
o

さ
き
に
小
楠
の
経
済
思
想
を
略
説
し
た
私

は
d

薮
に
左
内
白
思
想
白
一
端
を
設
〈
機
舎
を
得
た
己
と
を
喜

ぷ
と
共
に
、
彼
此
一
一
服
相
関
聯
す
る
所
の
も
白
あ
る
を
思
は
ぎ

る
を
得
在
い
。

第
五
十
一
巻
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